Excelで条件付合計式ウィザードを活用して複雑な合計を求める

　Excelで、たくさんのデータの中から条件に合うデータのみ取り出して、その合計を求めたいというケースは良くあると思います。関数に詳しい人なら直接数式を作成することもできますが、自信のない人でも「条件付合計式ウィザード」を活用すると複数の条件を満たすデータの合計なども簡単に求めることができます。今回はこのウィザードの使い方を紹介しましょう。

１．「条件付合計式ウィザード」を有効にする

①「ツール」メニューから「アドイン」を選択し、表示される「アドイン」ダイアログの「条件付き合計式ウィザード」にチェックを入れて「OK」をクリックします。
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２．「条件付合計式ウィザード」を使用する

①「ツール」メニューから「ウィザード」→「条件付き合計式」を選択します。
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②「条件付き合計式ウィザード－ステップ1/4」では合計を求めたいデータが格納されている範囲を指定します。
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③「条件付き合計式ウィザード－ステップ2/4」では、合計を求める対象とするデータの条件を指定します。条件は複数指定することができます。全ての条件を指定し終わったら「次へ」をクリックします。
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④「条件付き合計式ウィザード－ステップ3/4」では、数式をコピーする形式を選択します。
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⑤「条件付き合計式ウィザード－ステップ4/4」では、合計を求めるセル（数式が格納されます）を選択し、「完了」をクリックします。
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⑥以上でウィザードは完了です。以下のように合計が計算されます。
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この部分の条件値を変えると、その条件に応じた合計値が計算されます。





ステップ3/4で「数式と条件値をコピーする」を選んだ場合の例。














ステップ3/4で「単一のセルに数式だけをコピーする」を選んだ場合の例。











条件となる値をいろいろ変えて合計を求めたい場合はこちらを選択して、条件となる値を格納するセルを指定します。








ここで条件を選び、





これにチェックを入れる





指定した条件の合計だけ求めればよい場合はこちらを選択して「次へ」をクリックします。





ここをクリックしてから、ドラッグで範囲を指定します。





このボタンで追加します。
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